
中途中高年を採用する場合の私の条件 
 

 

 

 

 

 

一） この年齢で一生の仕事を見つけられなかったのならただ

黙って働け。 

二） この年齢で管理職あるいは雇用する側に就けなかったの

なら一生、一兵卒に徹せよ。 

三） この年齢で就職したいのなら完全に自分を捨てろ。 

四） この年齢で働きたいのならシルバー人材扱いだぞ。 

五） この年齢で働きたいのならボランティア扱いだぞ。 

 

経営者の苦労とは大変なものである。 

令和 3 年 4 月 23 日 

見性院住職 

正義のためであったならひとりになってもやり遂げる。「先人後仕」

（私の造語）。人が先、仕事はあと。奉仕が先、利益はあと。いい人が見

つからなかったら仕事はもう受けない。仕事のために人を雇うことはも

うやめようと決めました。僧侶は、スターでありタレントです。エリー

トを目指すものです。必要のなくなったニセ坊主、寺院はふるいにかけ

られるべきです。不要不急の時。本物か試される時。真価が問われる時。 

一） 前期中年齢 ３５～４４歳 

二） 後期中年齢 ４５～５４歳 

三） 前期中高年 ５５～６４歳 

四） 後期中高年 ６５～７４歳 

五） 高齢者   ７５歳以上とする 


